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1 はじめに

Maxwellのデーモンの問題を発端に研究が始まった情報処理のある系の熱力学は近年特に

理解が進んだ分野の一つである. そのような系の熱力学では相互情報量や transfer entropy

などの情報量が本質的であることがここ数年の間で分かってきた. 本講演ではそれらの結果

について, 系の構成要素が量子力学に従うときを考え, 議論を行う.

2 講演内容

まず開放系の量子力学と量子測定について簡単に解説を行う. 次に量子系における情報量

を定義し, 熱力学第二法則との関係を調べる. 最後にその結果を情報処理のある系へと拡張

し, 具体的な系を紹介しながらその物理的な意味を考える.
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